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みんなで築こう　人権の世紀
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平成29年度

富発活動量点目標

経
験
を
生
か
し
、
今
後
を
拓
く

栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

会
長
練
破
　
一
博

先
日
「
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
」
が
佐
野
市
の
唐

沢
山
城
跡
を
主
会
場
と
し
て
二
日
間
に
渡
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
山
城
を
有
す
る

全
国
九
十
有
余
の
団
体
が
「
過
去
の
歴
史
を
掘

り
起
こ
し
、
こ
れ
か
ら
の
街
づ
く
り
を
考
え
る

こ
と
」
を
、
願
い
毎
年
全
国
各
地
で
行
わ
れ
ま
す
。

さ
て
、
栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

「
正
副
会
長
会
議
」
と
「
理
事
会
」
が
年
間
各
三
回

行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
会
議
で
は
、
当
連
合
会

主
催
の
各
行
事
な
ど
の
検
討
の
他
に
、
県
内
六

協
議
会
や
四
委
員
会
の
活
動
状
況
の
情
報
交
換

を
し
て
更
な
る
発
展
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
各
協
議
会
で
の
活
動
で
は
、
多
岐

に
渡
り
、
長
年
の
経
験
を
積
み
、
改
善
を
加
え
、

確
実
に
成
長
し
、
各
地
域
に
根
ざ
し
た
大
き
な

財
産
に
成
長
し
て
い
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
委
員
会
活
動
で
は
、
社
会
の
変
化
と
要

請
を
受
け
、
全
国
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
新
た
に
「
高
齢

者
・
陸
が
い
者
人
権
委
員
会
」
が
今
年
度
か
ら
発

足
し
ま
し
た
。
十
月
、
東
京
で
の
関
プ
ロ
委
員
研

修
会
で
も
当
委
員
会
の
目
的
“
活
動
内
容
や
方

法
な
ど
の
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
が
、
各
都
県

と
も
苦
慮
し
て
い
る
の
が
現
状
で
し
た
。
私
達

が
頼
ら
れ
る
「
街
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
」
を
目
指

し
て
、
一
層
の
研
修
を
積
み
、
過
去
の
経
験
を
生

か
し
な
が
ら
新
し
い
分
野
を
開
拓
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。


